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活性炭による沃素の吸着の速度
一接触炉過法の基礎研究一r一
福田義民・河添邦太朗・趙　容達

　溶液に吸着剤を混合，擬押して，脱色，精製，微量成

分の分離等をはかる方法一接触演過法一の基礎的研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ究として，沃素のKI溶液に活性炭を混合し吸着せしめ

た場合の沃素濃度の時間的変化を測定し，吸着速度が主

として液境膜内の拡散により支配されると考えて求めた

関係式と比較検討した．その結果，この式がよく適合し，

吸着剤の粒径，吸着剤の混合比，吸着等温線の形状，麗

絆速度，温度等の諸因子の影響がよく説明されるので，

その概略を報告してみたい．

　液湛度と時間の関係

　吸着速度：液境膜拡散が律速因子であれば，任意の時

間における吸着量と液濃度をそれぞれq〔g／g〕，c〔9／

cm3〕，吸着量qの吸着剤と平衡な液濃度をC＊，経過時

間をt〔sec〕，吸着剤の比表面積をS〔cm2／g〕で表わ

すと　　　吻／dt＝K．S（C－C＊）　　　　　（1）

　ここにK．は総括物質移動係数〔cm／sec〕である．

　操作線：溶液量をV〔cm3〕，吸着剤の量をm〔g〕，

液の初濃度をC。とすると，物質収麦から
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は第2，3図のようにな

る・各実験の条件を第1

表，使用活性炭の性状と
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に示した．nはmotor
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両式から濃度と時間の関係が得られる．

　（a）　吸着等温線が原点を通る直線の場合．

　　　G乱q1・器磯s（mv）t

（2）

（3）

　ただしC1は等温線と操作線の交点の濃度である・

　（．bl）等温線が幾つかの直線部分から成り立つ場合・

c・＞b＞αq]q1・隠一一凡s（mv）t

　Cl，　C2，……C1，　C1，……C1＊，　C2＊，一、・…等は第1図

の如く定義され，吸着等温線と操作線に応じて定まる・
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　実験結果

　溶液として沃

素のn／looKI

溶液100ccを
用い，麗絆は
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rerによった．

麗i絆し始めてか

らの時間tと液

濃度Cとの関係
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　　　関係となり，両
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　　　ることを示して
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　　　両図からK．
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　　第1表の最後の

　℃

d

●

　ノも
g　o

o

fO　20

第

50　　40　　50　　60　　70　　80

　t．rnin

3　図

欄に掲げた．

M－5，6，12，

13，21，22　itこお

いては折点が明

瞭に観察され，

ここでK．は急

激に30％程度小

さくなる．内部

拡散の抵抗が加

わるためと考え

られるが，吸着

量が大体一定値

に達すると起る

ζとは興昧潔

い．これらの場合はK，として初期の数値を示した．

Hixon等1）によれば，溶解におけ，る総括物質移動係

数且は・タービソ型撹押機の場含r（ndZρ／Pt）》≧6・7×

1°4に対し ﾀ一α・6（nd2ρ　μ）蝦毒戸（・）、

d＝容羅D諮質の鱒係獅＝瀦の密度・鉱
溶媒の粘性係数，π＝携i拝機の回転数．
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　この関係により各櫨条件下のKLをKと比較してみ

ると若干小さいが大体等しい．また，混合比や粒径が大

になると小さぐなる傾向があるが，これは丸棒の撹搾子

を用いるMagnetic　stirrerの撹絆の効果というものに

帰因すると想像尉る．

　結局．接触源過法の吸着では，　〔3）式か（4）式に

よワて濃度変化が表わされ，温度や撹拝の影響は（5）

式によワて示されるものと結論される．（1955，10．14）

1）　Hixon　and　Baum　l［nd．　Eng、　Chem．，33，478

　　（1941〕

ハロゲン化銀の焼出しコロイド状銀粒子の電子顕微鏡観察

神山賢太郎・鈴木

　写真感光材料であるハロゲン化銀について，その感光
の性質にいまだ不明の点が幾つかある．潜嫁の大きさ，

性質，現豫等皆そうである．焼出し（prtnt　out）の場合

に生ずるコロイド状銀粒子については，Haynesおよび
Shockleyコ）、　HammおよびComer　2）がそれぞれ電子顕

微鏡を用いて観察研究を行った．筆者はこの両者の方法
の長所を採り入れた方法で実験を行．．てきたが，二，三
面白い結果が得られたので，ここに簡単に報告する．さ
らに詳細は学会に発表する予定である．

　ハFゲソ化銀としてはAgBrを用いた．　J．　M．　Hedges

および」．W．　Mitchell3）の方法を採用し，2枚の硬質ガ

ラス板の間に，熔融したAgBrを流し込み，徐冷して単
結品とした．単結晶はガラス板より剥離し，適当な大き

さに切断する．さらにS80～400°Cで2時聞焼鈍して，
十分内部歪を取除く．次にKCN水溶液（5％）で洗糠，

水洗し，その後Brで飽和したKBr水溶液（10％）で
洗い，水洗し，完全に乾燥する．

　光源は水銀灯を用い，一定距離（10～20cm）で適当な
時間露光し，print　outさせる．これにぜラチy水溶液
（1％位），またはコロジオyの酢酸アルミ溶液（O・　1％）

を薄く塗布し乾燥する．完全に乾燥すると，電子線が十
分よく透過する程度の薄膜となる．AgBrはチオ硫酸ソ
ーダ水溶液で溶かし去る．残った薄膜には焼出し銀粒子
が付着しでいるから，これを電子顕微鏡で観察する．ゼ
ラチyが一番付着力がよいが，それでも完全に全部焼出
し銀粒子を付着しているとは言い難いので，繰返し多数
の試料を作り観察した，

　その観察の1例を写真1に示す．HaynesおよびSh．
ockleyの観察では，ただ黒い点の集団であったものが，

実はそれぞれ美しい形の結晶が鎖状に連なっていること

が判った．形は六角形が主で，四角形，三角形が少数観
　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　
察される．大きさは最大が2，000A位で，最小200A位
　　　　　　　　　　　oまで観察されるが，1，000A位のものの数が一番多い．

　これと平行して，焼出し初期のコロイド状銀粒子は写
真潜豫としての作用をまだ持っている可能性があるの
で，億小の焼出しを行ったAgBr単結晶を現豫してみた．

短時間print　out、ぜラチソ水溶液塗布，乾燥，その後

D76の2乃至3倍の稀釈液で10秒内外現像する．普通
の写真用定着液でAgBrを溶かし，ゼラチン膜を観察す
る．写真2ぱその1例である．連鎖状の微小焼出し銀粒
子より，紐状の現橡銀が伸び始めており，その周辺にハ
P一が観察ざれる．ハV一はぜラチy．銀と考えられる．

登

　　　　　　　写　輿　l　　　　　x40，000

水銀灯より10cmの距離で10分間print　out

この結果は写真潜像が微小コロイド状銀粒子の集団であ

ろうという考えをftfiする．

　終りに，終始ご指導，ご援助を頂く菊池真一教授，お
’よび菊池研究室の方aに厚く感謝する．（ユ955．10．14）
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